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【背景・目的】我々はdihydropyrimidine（DP）骨格を基本骨格とする誘導体の分化誘導能ならびに殺細胞作

用に着目して研究を行っている。今回2-methylthio体および2-methylthio-6-oxo体の急性前骨髄球性白血病細

胞株NB4に対する細胞毒性誘導作用について検討した。【実験方法】19種類の2-methylthio体はDMSOに溶解

した。1×105 cells/mLのNB4細胞に対して、2-methylthio体の最終濃度が1-50 μM（DMSO最終濃度

0.5%）となるように処理した。24時間ないし96時間処理後の細胞生存率はXTT法により測定した。また24時

間処理によるアポトーシスおよびネクローシス誘導を、フローサイトメーターを用いたAnnexin/PI法により測

定した。統計学的解析はExcel統計 Ver.3.21を用いた。【結果・考察】2-methylthio体のうち、3の24時間処

理において強い増殖抑制作用が認められた。加えて、濃度依存的なアポトーシス誘導が認められた。一

方、2-methylthio-6-oxo体では有意な増殖抑制作用は認められなかった。現在、急性前骨髄性白血病細胞株

HL-60に対する各2-methylthio体および2-methylthio-6-oxo体の増殖抑制作用との相関性、3処理による

NB4細胞の細胞周期制御の関与および分化誘導作用の関与について検討を進めている。
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